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第
十
条
第
一
項
中
「
第
四
十
条
第
四
項
第
四
号
」
を
「
第
四
十
八
条
第
四
項
第
四
号
」に
、「
第
四
十
一
条
第
三
項
」

を
「
第
四
十
九
条
第
三
項
」
に
改
め
、「
同
じ
。）」
の
下
に
「
及
び
第
五
十
条
第
四
項
第
三
号
（
法
第
五
十
一
条
第
三

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
第
四
十
条
第

四
項
第
四
号
」
を
「
第
四
十
八
条
第
四
項
第
四
号
及
び
第
五
十
条
第
四
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
す

べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
四
十
条
第
四
項
第
四
号
」
を
「
第
四
十
八
条
第
四
項
第
四
号
及

び
第
五
十
条
第
四
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
か
ら
第

六
項
ま
で
の
規
定
中
「
第
四
十
条
第
四
項
第
四
号
」
を
「
第
四
十
八
条
第
四
項
第
四
号
及
び
第
五
十
条
第
四
項
第
三

号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

第
九
条
を
第
十
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
基
準
）

第
十
一
条

法
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
第
五
条
第
一
号
に
掲
げ
る
施
設
等
に
つ
い

て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

自
転
車
道
、
自
転
車
歩
行
者
道
又
は
歩
道
上
に
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
道
路
の
構
造
か
ら
み
て
道
路
の

構
造
又
は
交
通
に
著
し
い
支
障
の
な
い
場
合
を
除
き
、
当
該
施
設
等
を
設
け
た
と
き
に
自
転
車
又
は
歩
行
者
が

通
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
部
分
の
一
方
の
側
の
幅
員
が
、
国
道
（
道
路
法（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）

第
三
条
第
二
号
に
掲
げ
る
一
般
国
道
を
い
う
。）に
あ
っ
て
は
道
路
構
造
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
三
百
二
十

号
）
第
十
条
第
三
項
本
文
、
第
十
条
の
二
第
二
項
又
は
第
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
幅
員
、都
道
府
県
道（
同

法
第
三
条
第
三
号
に
掲
げ
る
都
道
府
県
道
を
い
う
。）又
は
市
町
村
道
（
同
法
第
三
条
第
四
号
に
掲
げ
る
市
町
村

道
を
い
う
。）に
あ
っ
て
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
幅
員
を
参
酌
し
て
同
法
第
三
十
条
第
三
項
の
条
例
で
定

め
る
幅
員
で
あ
る
こ
と
。

二

広
告
塔
又
は
看
板
の
表
示
部
分
を
車
両
（
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
一
項

第
八
号
に
規
定
す
る
車
両
を
い
う
。）の
運
転
者
か
ら
見
え
に
く
く
す
る
た
め
の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ

と
。

第
八
条
を
第
九
条
と
し
、
第
五
条
か
ら
第
七
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え

る
。（

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
寄
与
し
、
道
路
の
通
行
者
又
は
利
用
者
の
利
便
の
増
進
に
資
す
る
施
設
等
）

第
五
条

法
第
九
条
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
施
設
等
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

広
告
塔
又
は
看
板
で
良
好
な
景
観
の
形
成
又
は
風
致
の
維
持
に
寄
与
す
る
も
の

二

食
事
施
設
、
購
買
施
設
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設
で
道
路
の
通
行
者
又
は
利
用
者
の
利
便
の
増
進
に
資

す
る
も
の

三

道
路
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
）
第
十
一
条
の
九
第
一
項
に
規
定
す
る
自
転
車
駐

車
器
具
で
自
転
車
を
賃
貸
す
る
事
業
の
用
に
供
す
る
も
の

（
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
二
百
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
九
条
第
十
一
項
」
を
「
第
九
条
第
十
四
項
」
に
、「
第
四
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第

四
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、「
認
定
特
定
民
間
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
計
画
」
の
下
に
「
又
は
同
法
第
五
十
一
条

第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
特
定
民
間
中
心
市
街
地
経
済
活
力
向
上
事
業
計
画
」
を
加
え
る
。

（
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
株
式
の
売
払
収
入
の
活
用
に
よ
る
社
会
資
本
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
株
式
の
売
払
収
入
の
活
用
に
よ
る
社
会
資
本
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
施
行
令
（
昭
和
六
十
二
年
政
令
第
二
百
九
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
二
第
十
号
中
「
第
四
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
百
九
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
第
三
号
中
「
第
九
条
第
十
一
項
」
を
「
第
九
条
第
十
四
項
」
に
改
め
る
。

（
国
土
交
通
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

国
土
交
通
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
十
五
号
及
び
第
四
十
三
条
第
四
号
中
「
第
七
条
第
九
項
第
四
号
」
を
「
第
七
条
第
十
一
項
第
四

号
」
に
改
め
る
。

第
二
百
二
十
四
条
の
二
第
五
号
及
び
第
二
百
二
十
四
条
の
九
第
三
号
中
「
地
域
限
定
通
訳
案
内
士
」
の
下
に

「
、
中
心
市
街
地
特
例
通
訳
案
内
士
」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年

七
月
三
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

２

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
の
八
第
十
九
項
第
二
号
イ
]
及
び
第
三
十
九
条
の
五
第
二
十
項
第
二
号
イ
]
中
「
第
十
条
第
一
項
第

二
号
」
を
「
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。御

名

御

璽

平
成
二
十
六
年
七
月
二
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
二
百
四
十
二
号

不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
七
十
一

号
）
附
則
第
一
条
本
文
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
期
日
は
、
平
成
二
十
六
年
十
二
月
一

日
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
法
第
四
条
の
規
定
の
施
行
期
日
は
、
こ
の
政
令
の
公
布
の
日
と
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

田
村

憲
久

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

文
部
科
学
大
臣

下
村

博
文

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

電
気
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
六
年
七
月
二
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
二
百
四
十
三
号

電
気
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
電
気
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
七
十
四
号
）
附
則
第
一
条
本
文
の
規
定

に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

電
気
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
と
す
る
。

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
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